
 

 

 

【事前説明案件 資料】 

素案から原案への修正箇所対照表 

 

 

 





※修正前・・

（仮称）石狩市都市骨格方針 石狩市都市整備骨格方針

「空き家」 「空家」

■５ページ

■５ページ

■６ページ

1

石狩市都市整備骨格方針 （素案⇒原案 修正箇所）

仮称としていた計画名を更新 正式名称を『都市整備骨格方針』に決定

修正後修正前（※）

8月に行った市民説明会で配布した（第１回都市計画審議会資料に、後日郵送させてい

ただいた、修正箇所一覧の内容を網羅した）素案

「空き家」を「空家」に修正 「空家」に統一

⇒

⇒

４大方針のうちの１つ「優れた観光資源の活用」において、歴史的遺産などの文言を
追加

⇒

住民説明会において頂いた意見「歴史的遺産は本町地区だけではなく、他地区にも
たくさんあるが、市のサポートがないという声も聞くので、歴史的遺産を守っていくとい
うことを大きく打ち出すべきと考える。」を踏まえた修正

目指す都市像の最後に「いしかり」を入れる

⇒

優れた観光資源の活用

優れた観光資源を活かした

様々な施策を展開

優れた観光資源の活用

優れた観光資源（自然、

景観、歴史的遺産など）

を活かした様々な施策を展

開



■６ページ

① 記述なし ① 見出しの盛り込み

② 課題④ ② 課題④

③ 課題⑥　 ③ 課題⑥　

④ ④

⑤ ⑤

2

石狩湾新港地域の就業者の居住推進 ／ 人口密度の維持と土
地 ・ 既存施設の有効活用／空家の対応

石狩湾新港地域の就業者の居住推進／人口密度の維持と土
地 ・既存建物の有効活用

市民が親しめる緑の維持・保全

記述なし

既存ストックの有効活用
→P●　（ストックを検証した上での公営住宅の適正配置・空き家活用）

市民が暮らしやすく、やすらぎのある環境の維持・保全

空家の対応と、安全で快適に暮らせる住まいづくり
→P37　基本方針の詳細説明

⇒

修正後

住生活基本計画の記述追加や、文言精査による修正

誰もが安心して暮らすことができ、魅力ある持続可能な住生活と、住生活
関連産業の活性化
→P37・38　基本方針の詳細説明

修正前

各計画の体系図の一部修正

①

②

⑤④

③



■８ページ

合併浄化槽に関する記述の変更 所管する下水道課の計画「下水道ビジョン」と記述の整合を図るための修正

■１０ページ（□森林環境ゾーン、□農業生産ゾーンの２か所）、１２ページ

　（市街化調整区域）、３０ページ（□下水道整備等の推進）

〇合併浄化槽の設置の推進 〇合併浄化槽の整備の継続

市街化調整区域について、土地利用の方針の追記

■12ページ

　

3

市街化調整区域の中で、地域の実情等を踏まえ、市全体のまちづくりや土地利用上
支障が無いものについて、将来に向けて、地区を限定して沿道サービス系の土地利
用を検討できるように明記するため

⇒

⇒

⇒

改定版であることを明示するため

修正前

都市計画マスタープランの説明文に《第二次》を追加

修正後

◎市街化調整区域

〇合併浄化槽の整備の継続

○花畔地区で、旧住宅地造成事業に関する法律に基づき造成された

地区について、住環境の保全、地域コミュニティの維持を図る手法の

ひとつとして、地区計画などの都市計画制度の適用を検討

○主要幹線道路である石狩・手稲通沿道のうち花川南地区及び花

川通の石狩消防署周辺地区においては、社会情勢の変化や地域

の実情を踏まえ、市全体のまちづくりや土地利用上妥当であり、周

辺の開発を促進しないもの、かつ、事業の確実性があるものについ

て、地区計画などの制度により沿道サービス系土地利用を検討

◎市街化調整区域

〇合併浄化槽の設置の推進

○花畔地区で、旧住宅地造成事業に関する法律に基づき造成された

地区について、住環境の保全、地域コミュニティの維持を図る手法の

ひとつとして、地区計画などの都市計画制度の適用を検討



■１５ページ

　

4

修正前

都市防災の方針の図、凡例等の修正

修正後

⇒

避難所等の位置等の再確認や凡例の追加による修正

位置等の再確認

凡例の追加



■２２ページ

　

■２３ページ

5

修正前 修正後

立地適正化計画の誘導区域の面積を明示

⇒

各誘導区域面積が分かるようにするための修正



■２６ページ

　

6

修正後

立地適正化計画の「成果目標」の表示方法の修正【ページ差し替え】 語句の変更や、図などを追加する補足修正

⇒

修正前



■２８ページ

■３０ページ

7

修正前 修正後

緑の基本計画の説明文に《第２次》を追加 改定版であることを明示するため

⇒

図面上の紅葉山砂丘を表すエリアを拡大

⇒

住民説明会において頂いた意見「砂丘は点在もしているので、区域を広めて表示す
ることはできないか。」を踏まえた修正

○合併浄化槽の整備の継続



住生活基本計画の盛り込み

■３２ページ以降 ■３２ページから３８ページ

住生活基本計画の盛り込み

ゾーン別の課題についての文言修正 ６ページの課題文修正や文言精査による修正

■３９ページから４８ページ ■４４ページから５３ページ

例）44ページ　1　都市機能ゾーン「情報推進・生産物流」検討地区（石狩湾新港地域）

住区基幹公園の根拠法令欄について、文言修正 国が示している運用指針の改正に伴い公園の誘致距離の記載削除

■５３ページ ■５８ページ

8

修正前 修正後

⇒



見出しのページの削除 全体の統一を図るため

■６０ページ

削除

9

⇒

修正前 修正後



地区別の人口で、「緑苑台」と「その他」の人口の修正 データ精査に基づく修正

■８２ページ ■８８ページ

10

修正後

⇒

修正前

データの精査による修正



地区別の人口で、「緑苑台」と「その他」の人口の修正 データ精査に基づく修正

■８３ページ ■８９ページ

11

修正後

⇒

修正前

データの精査による修正



地区別の人口で、「緑苑台」と「その他」の人口の修正 データ精査に基づく修正

■８４ページ ■９０ページ

12

修正前 修正後

⇒

データの精査による修正



地区別の人口で、「緑苑台」と「その他」の人口の修正 データ精査に基づく修正

■８５ページ ■９１ページ

災害に関する指定区域図の修正

■８９ページ ■９５ページ

13

データ精査による修正（差し換え）

⇒

修正後

⇒

修正前

６.地区別の将来人口【H27(2015)国調ベース】 ⑧

【H27（2015）】 【R22（2040）】

資料:平成27（2015）年国勢調査
国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」

将来人口の構成比

樽川

9.6%

花川南

42.7%
花川北

19.8%

花畔

6.6%

花川東

1.7%

緑苑台

5.3%

本町・親船地

区

2.8%

八幡

1.5%

厚田区

3.4%

浜益区

2.3%

その他

4.2%

樽川

12.2%

花川南

43.6%花川北

16.9%

花畔

7.4%

花川東

2.1%

緑苑台

6.3%

本町・親船地

区

2.5%

八幡

1.5%

厚田区

2.8%

浜益区

1.7%

その他

3.1%

データの精査による修正



左下表にある「徒歩圏の人口」の変更

■９０ページから１０３ページ ■９６ページから１０９ページ

例）90ページ　1①商業施設（スーパー）からの徒歩圏（800ｍ）の範囲 例）96ページ　1①商業施設（スーパー）からの徒歩圏（800ｍ）の範囲

バス停からの徒歩圏の図の差し替え

■１０２ページ ■１０８ページ

14

修正後

バスの各系統の便数を表していた図を、各道路を通過するバス便で表示する図に変
更

⇒

⇒

将来人口を予測するツール（国土交通省作成）のデータ変更に伴う変更

修正前

バス停の位置については、上り便、

下り便を１つにまとめております。



「全施設からの徒歩圏の範囲」（高齢者生活施設）と（子育て生活施設）の修正 全て同じ「赤色」であったため、色分けしたことによる表示の修正

■１０４ページ ■１１１ページ

■１０５ページ ■１１２ページ

15

⇒

修正後修正前


